
2024年度チャレンジ講座（第3回）を実施しました

6月19日（水曜日），第3回チャレンジ講座を実施しました。今回は，福祉健康学

部の工藤修一先生に「社会福祉・ソーシャルワークへの誘い（いざない）」と題し

て講義していただきました。

「『あたり前』は『あたり前』ではない，日本は素晴らしい国」。最初に先生は

日本をこのように表現しました。社会福祉制度は支えあいのしくみのひとつであ

り，この制度がなければ人生は苦難の連続であること，直接支えているのが医療

や福祉の専門職であり，極めてやりがいのある仕事である，と紹介されました。

特に印象深いのは次の質問でした。「漢字テストです。『しょうがいしゃ』を漢字で書いてください。

一部ひらがな使用可です」。生徒それぞれが考えた漢字・ひらがなをあてはめた後に，さらに次の質問「み

なさんは空を飛べますか？空を飛べなくて困りませんか？それではなぜ飛べなくて困らないのでしょう

か？それはみんな飛べないからです。それでは，みんな飛べないとなぜ困らないのでしょうか？」と生徒

に投げかけました。答えは「空を飛べないことを前提に社会が構築（設計）されているからです」。

この考えをもとに，「聴覚障害や車椅子ユーザーの生活のしづらさは，何が原因でしょうか」と具体的

な質問が出されました。先生が「聞こえないことや歩くことができないという『障害』はその人の心身に

だけ起因しているのではなく，社会にも原因があるのです」と説明されました。生活の不自由は環境によ

ってもたらされるという考え方を「社会モデル」といい，社会が「害」をもたらしているので「障害者」

と書くこともできるという説明でした。社会は多数に合わせた生活設計がされていることを知り，生徒た

ちが視点を変えて考えることが大切さを学んだ瞬間でした。

また，犯罪者支援の必要性も具体例を出しながら分かりやすく説明していた

だきました。今回，障害のある方，犯罪者の方など生活に困っている方々と社

会や相談機関などをつなぐ役割がソーシャルワーカーであることが分かりまし

た。見えないところを見るようにする，この人がこの後どうなるか想像力を働

かせて対応を考え行動するなど，社会福祉に携わる人たちの大切さを学びまし

た。

今回は23の高校から260名が受講しました。受講者の感想を紹介します。

○とても興味深い講座でした。「しょうがいしゃ」を漢字で書くとき、普段は「がい」をひらがなで書い

ていました。漢字にするとその人に害があるように感じられてよくないと思っていたからです。ですが

今回の講座を受講して、この社会は歩ける、聞こえる、見える、話せることを前提に構築されているの

だと知ることができ、新しい考え方を得ることができたことに感動でいっぱいです。ウォシュレットや

スマホなど、身近な例を示していただけたのでとてもわかりやすく、より興味を惹かれました。ありが

とうございました。

※今回の記事（講義概要）は，中津南高校が担当しました。


